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新型コロナウイルスが⼈の移動と経済を揺さぶったこの１カ⽉ 闘いはさらに続く 
 
今⽉、世界は新型コロナウイルスの猛威に揺れた。震源の中国より感染者は世界へと広がっ
た。その結果、各国が⼈の移動を制限する結果となり、⽣産・消費活動にもその影響が広が
ってきている。 

 
 
⽇本政府もこの２週
間を感染拡⼤防⽌（緩
和）のための重要な期
間とし、全国の⼩中⾼
等学校を臨時休校す
る旨の要請を出した。
学校関係者や⽣徒に
は全くの寝⽿に⽔の
通達であるが、それほ
どに事態が緊迫してい 
るとの⽇本政府の認識である。 



2019 年-2020 年中国武漢における肺炎の流⾏（Wikipedia） 
 
この Wikipedia の記事には、全世界にお
ける感染者数累計と、死亡者数累計が⽰
されている（右図）。これによると、感
染者数累計は 82871 ⼈。死亡者数累計
は 2849 ⼈である。このうちの各 78824
⼈、2849 ⼈が中国である。ここ最近、
⼀端はグラフがなだらかになりかけて
いるのは、中国がこの流⾏を封じ込めに
成功した可能性が⾼いということを意
味しているのだろう。 
 
しかし、⽇にちが進むと感染者数が増加し始めている（⻩⾊、下部）。これはこの肺炎が全
世界に⾶び⽕し。そこで感染者数を増加させていることによる。 
 
今回の新型コロナ
ウイルスが、世界経
済に及ぼす影響は
甚⼤であると考え
られる。本⽇の⽇本
経済新聞にも、世界
の株式の時価総額
が⼤きく失われた
とある。2000 年以
降の株価急落局⾯
が合わせて記され
ている。 
 
記事に記載され、こ
こでは引⽤してい
ない部分を⽰すと、 
 

パンデミックになる可能性が 40%に⾼まった 
新型コロナの感染拡⼤では、⼈やモノの⾏き来が⽌まり、企業の⽬の前から売り上げが消

えてしまう。 



今回のコロナ・ショックはリーマンショック・クラスになるのではと私は思っている。恐怖
指数（VIX 指数）の⾼まり⽅も尋常ではない。 
 
特に中国には建設バブルが存在すること（これがはじけると中国経済は⼤きな痛⼿を受け
る）、⽶国株式はここしばらく順調にその価格を積み上げてきたがそろそろ調整局⾯を迎え
るころ、そして⼤きくは⽣産が落ち込み国と国、国内の地域と地域の物流網が細くなってい
ることがその理由である。 
 
⾃由主義諸国において中国と同じような流⾏の抑え込みができるのか？ それが出来なけ
れば、世界的なパンデミックが発⽣してもおかしくはない今回の流⾏である。 
 
次の⽇本経済新聞の記事には次のように記されている。 
 
 コロナ・ショッ
ク の 衝 撃 はリ ー
マン・ショック並
みとなりそうだ。 
 ど う 考 えて も
こ の シ ョ ック は
⼀過性なので、⼀
旦 感 染 が 収ま れ
ば、V 字回復にな
るはずだ。 
 
ぜ ひ と も ⼀過 性
となり、「みんな
で あ ん な にマ ス
ク を 探 し 求め た
のは、いったい何
だ っ た の だ ろ
う？」との思い出
話 が で き る時 が
早 く 来 る こと を
願っている。 
 


